
















要約:平成 2年から 3歳児の視覚健診が全国的に行なわれているが、 この健診で発見され

たものは弱視、斜視、屈折異常が中心である。 3 歳で発見すべき主な疾患は弱視、屈折

異常、外見からは判らない器質異常などの視力異常である。これらを検出する方法として

最も有効なものは、視能訓練士による視力検査と小児用に開発されたオートレフラクトメ

ータによる屈折検査を組合わせて行なう方法である。一方、斜視や外見から判る器質異常

については、 3 歳以前にも気付いている場合も多く、治療の点から見てもより早期の発

見が必要であるので、 さらに低年齢での健診を行ない検出するのが望ましい。 3 歳で検

出する斜視の主なものは調節性内斜視や間歇性外斜視であり、 これらの検出には視能訓

練士による眼位眼球運動検査が有効である。弱視や屈折異常では 3歳から治療を開始すれ

ば、小学校までには良好な視力の穫得が可能であり、入学時の視力不良者の頻度を下げる

ことができる。斜視も 3歳までに治療を開始していれば、入院や、頻回の通院を要するよ

うな治療は終了しており、入学後の負担を軽くすることができる。


